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 神戸市は空き缶、空きビ
ン、ペットボトルの選別・圧
縮を行う施設として「神戸市
資源リサイクルセンター」を
西区の神戸複合産業団地内に
開設し、６月１日に稼動しま
した。 
 これに付属している環境教
育の拠点施設が「こうべ環境
未来館」で、センターと同時
にオープンしました。 
 竣工式には市長以下関係者
と招待された市民の約２００
名が参加し、招待された木津
小学校４年生８5 名が初来館
の見学者となりました。 
「こうべ環境未来館」という
名称は応募３２点の中から須
磨区の主婦の作品が選ばれ、
管理運営は神戸市の審査の結
果、ＮＰＯ法人社会還元セン
ター グループわ が初仕事と
して委託を受けました。 
 正副責任者とコーディネー
ター(案内役)２０名がローテ
ーションを組んで、一日２名
が常駐して、見学者の案内、
団体見学申込の受付、建物の
管理などの運営業務、環境学
習講座の企画運営業務、ＫＯ
ＢＥこどもエコクラブ事業の
業務、再生家具、自転車の展
示・提供業務などを担当して
います。 
 事前の準備も時間が足り
ず、すべてが始めてのことば

かりで、ぶっつけ本番、不安
一杯のスタートでした。失敗
は絶対に許されないお客様相
手の仕事ですから、全員が緊
張の連続でした。 
 コーディネーターの方々の
案内用ガイドブックは市・環
境局で作ってもらいました
が、充分ではないので、個人
個人が各自で研修して、プラ
スアルファーの説明内容を考
え、種々の質問にどれだけ答
えられるかが勝負でした。 
 開館以前から自主研修とし
て、何回も案内の練習をする
ために、こられた方もありま
した。 
 開館後も案内者に同行して
案内の仕方を勉強する人、自
分だけのガイドブックを作ら
れた方など、それぞれの方
が、見学者に十分理解しても
らえるように工夫されていま
した。 
 見学案内の中で、我々の考
案した「ゴミ分別回収ゲー
ム」は小学生と先生には好評
でした。家庭で出しているも
のと同じようなゴミを「燃え
るゴミ」「燃えないゴミ」
「リサイクルするゴミ」「店
頭回収するゴミ」「荒ゴミ」
「粗大ゴミ」に分別するゲー
ムで、生徒には実際に分別作
業をしてもらいました。ゲー
ム終了後、分別したものが正

しいか間違っているかを皆で
討議して、分別の仕方・ゴミ
の出し方のルールを理解して
もらうゲームで、実際に作業
したことで理解が得られたと
思います。 
 婦人会等の団体で来られた
方々も興味を示され、中には
難しい質問(縫い針はどの区
分に該当するのか)をされ
て、市の担当者でも返答に困
ることもありました。 
 今は、各人が何回か案内の
経験をされたので、自信を持
って説明されていますが、見
学者の多いときは各見学場所
での時間配分には気を使って
おられると思います。 
 ＫＯＢＥこどもエコクラブ
の事務や再生品(家具、自転
車)の展示・提供業務もかな
りの作業量があり、慣れるま
ではかなり時間が掛かりそう
です。 
 環境学習講座は主に企画運
営事業部の責任者・中島洋介
さんが行っています。 
 今、未来館の敷地内をＬ型
に池を作り、市民の皆さんと
一緒に手作りでビオトープを

整備しているところで、８月
末には出来上がる予定です。
 月に１回程度はいろいろな
講座がありますので、興味の
ある方はぜひ参加して下さ
い。パソコンのホームページ
「こうべ環境未来館」で検索
して頂ければ、最新情報がす
べて掲載されています。 
 皆さん、ぜひ一度ご来館下
さい。５名程度なら特に予約
は要りませんが、確実に見学
案内をご希望なら電話で予約
してください。 
（電話 ９９５-３１９６

サ イ ク ル

) 
 開館時間は９時から１７時
で、水曜日は休館です。見学
時間は１．５時間程度です
が、土、日は工場が休業です
ので、工場の見学はできませ
ん。当館には自動販売機はあ
りません。付近には飲食店も
ありません。各自、食べ物、
飲み物を用意してご来館くだ
さい。予約いただければ、昼
食場所は提供いたします。会
議、打合せ等のできる会議室
も用意しています。神鉄木津
駅からは徒歩５分程度です。
（園６-環 田波 久紀夫）

ＮＰＯ グループわ の初仕事 

こうべ環境未来館の管理運営 
６月に開館したこうべ環境未来館の管理運営はＮＰ
Ｏ グループわ の初仕事です。その開館前後から現
在までの状況など、管理責任者の田波久紀夫さんに
レポートして頂きました。 
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 神戸市社会還元センター､愛
称グループ“わ”の第６回定
期大会は２００４年５月５月
１７日（月）午前１０時から
シルバーカレッジホールで門
脇 淳子さん（福 2）の司会で
開会された。赤司 松美委員長
（生６）の開会挨拶の後、来
賓代表として神戸市民福祉振
興協会の中本 正信専務理事
から挨拶の言葉を頂いた。 
 来賓としてほかに神戸市保
健福祉局高齢福祉部長 平田
修三氏、神戸市社会福祉協議
会福祉活動部長 小池 裕氏、
須磨区ボランティアセンター
所長 辻井 勝弘氏、中央区ボ
ランティアセンター所長 松山
順三氏、神戸市シルバーカレ
ッジ事務局長 米谷 幸次郎氏
の方々の臨席があった。 
 議長には久保 雅一さん（国
５)が、書記には谷田部 宏さ
ん（生６）が選ばれ、久保議
長より、当日現在の会員総数
９２０名、総会出席者２０１
名、委任状３５５名で、総会

は有効に成立している旨の報
告があった。 
 一号議案の平成１５年度事
業報告を赤司委員長が行い､第
二号議案の平成１５年度決算
報告および監査報告では、決
算報告を黒田宏副委員長（国
６）が、監査報告を豊村 栄一
監査役（福４）が行ない､数件
の質疑応答の後、一号議案、
二号議案の一括採決の結果、
挙手多数で承認された。 
 三号議案は神戸市シルバー
カレッジ社会還元センターの
解散と特定非営利活動法人社
会還元センター グループわ
への移行を諮るもので、赤司
委員長の提案を挙手多数で承
認した。これにより任意団体
のグループ“わ”は１９９７
年７月２２日の設立から６年
１０ヶ月で発展的に解消し、
ＮＰＯ法人 グループわ に生
まれ変わった。 
 引き続き同じ司会者、議
長、書記の元で午前１１時１
５分から特定非営利活動法人

社会還元センター グループわ
の第 1 回定期総会に入り、赤
司初代理事長の挨拶、来賓の
神戸市保健福祉局高齢福祉部
の平田 修三部長の挨拶の後、
議案の審議に入り、一号議案
の平成１６年度役員選任では
新役員候補が正面に整列した
上で、満場の拍手により承認
を受けた。赤司理事長が役員
を代表して「新しいＮＰＯ法
人 わ を、誠意と熱意を持っ
て運営する」旨の決意表明が
あった。 
 二号議案：平成１６年度事
業計画、三号議案：平成１６
年度事業予算も挙手多数で承
認され、主要議案すべての審
議が終って、議長、書記が解
任された。最後に先期をもっ
て退任した役員に赤司理事長

からお礼の挨拶があった。 
 １２時、堀内 昭事務局長
（食６）が閉会を宣言して総
会第２部を終了した。 
 続いて第３部の体験発表に
移り、福祉部会長の葦原 耐子
さんが「福祉部会にかかわっ
て」、国際部会の相馬 博さん
（国７）が「外国人の茶道体
験を通訳して」と題するそれ
ぞれの体験を話した。 
 第４部は文化部による発表
会で、９グループが８演目の
妙技、名演を１時間半にわた
って披露した。 

２0０４年度定期総会 ７年目の脱皮 
ＮＰＯ グループわ として 

新らたなスタート
 

▲第６回定期総会審議に先立ち挨拶される中本専務理事 
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 この度､５月の総会において
グループわ は任意団体から特
定非営利活動法人として、決
意も新たに更なる発展を目指
して出発いたしました。 
 この大事なときに理事長の
大役を拝命しその責任の重さ
に身の引き締まる思いがして
おります。今後多様化する業
務及び活動に対応可能な本部
体制の強化を目指し、法人格
取得に努力戴いた旧役員に加
え新進気鋭の７期生、８期生
の新役員を迎えた新しい本部
陣容で決意も新たにグループ
わの発展になお一層、下記努
力をしていく所存です。 
１．現在までの活動を継承
し、その活動を更に活性化す
ることを基本方針として諸問
題の解決に当たり更なる発展
を目指し努力致します。 
 グループわ の設立以来、現
在まで営々と築いてきた諸先
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輩達の活動実績に感謝し、そ
の実績を大事にし、その活動
を継承し更に発展するように､
将来を目指してその方向を見
失うことのないように、役員
一同心を合わせ堅実な運営を
心がけ､事に当たっては誠実に
努力したいと思ってます。 
２．新規活動の発掘、委託事
業、助成金獲得に積極的に取
り組み努力いたします。 
 責任ある法人として内外の
期待に応え グループわ の潜
在能力を生かした委託事業と
助成金の獲得を重要課題とし
て推進し経済基盤の確立と活
動の活性化に努力致します。
３．会員の皆さんが「グルー
プわ の会員で良かった」と実
感の持てる"わ"にできればと
の思いで一杯です。理事会、
運営委員会の協力を得なが
ら、皆さんの知恵を生かし、
皆さんと共に新しい発展を目
指し努力してまいります。 
 本部役員一同、発展の為に
なお一層の努力を惜しみませ
ん。グループわ の益々 の発展
を祈念すると共に、皆様の叱
咤激励を心からお願い致しま
す。 

 何も判らないままグループ
わ の世界に飛び込んでから早
２年と３ヶ月が過ぎようとし
ている。その間グループわは
年会費の徴収、ＮＰＯ法人格
の取得と大きく変革した。 
 卒業と同時に同じコースの
多くの人が“わ”に加入した
が「何をして良いのか、何を
するべきか判らない」と言う
理由で多くの人が去って行っ
た。私は赤司理事長と同じよ
うに、我々がしなければなら
ないことは、会員の皆さんが
有する優れた知識と経験を埋
もれさすことなく、十分活用
できる場を提供することだと
考えている。そしてグループ
わ の更なる発展のために、会
員の皆様と一緒に努めたい思
います。 

 グループわ がことしＮＰＯ
法人格を取得し同時にこうべ
環境未来館の管理および諸行
事主催を神戸市から委託され
たことは大きな飛躍の年と言
えます。 
 社会的責任も重くなること
でしょうが、順調に発展され
ることを祈ると共にそれを果
たしていくことが、私共の責
務と考えております。 
 数学で言えばプラス（＋）
マイナス（－）のどちらに向
かうかは紙一重のところにあ
ります。小さなことの積み重
ねをおろそかにしないように
していきます。 
 私としましては何も知らぬ
まま今飛び込んだところで
す。グループわ とそして自分
自身をしばらく見つめていき
ます。よろしくご指導の程お
願い致します。 

新任理事として
就任挨拶

法人としての発展を
目指して 
理事長 赤司 松美(生６)

３年目を迎えて 
副理事長 黒田 宏(国６)

積み重ねを大切に 
副理事長 納 利春(生７)

 今回ＮＰＯ法人社会還元
センター グループわ の幹事
の一人として皆様から承認
いただきました。 

気負わず､気配りを 
理事 井上 堅(副８)

 カレッジ卒業を前に、建
学の精神「再び学んで、他
のために」をどう具体化す
べきか考えていたとき、

（次ページに続く） 
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（前ページから続く） 

社会還元センターわ から話が
あった。代表の赤司氏にお会
いした。赤司氏のＮＰＯ法人
わ のボランティア活動への熱
い思いに惹かれ、わ 本部への
参加を決めました。 
 国際化・高齢化・個別化の
社会の中にあって、これから
の わ の活動は地域に目を向
け、地域と一緒になって考え
活動する組織として、その重
要性が増してくると考えま
す。気負わず､気配りのできる
存在、縁の下の支えとして頑
張っていきたいと考えていま
す。よろしくお願いします。 

所の紹介をしたり、皆さんの
活躍振りをホームページ、冊
子「活動紹介」、市当局への
報告等でＰＲしていきたいと
考えております。会員の皆さ
んのご協力をお願いします。 

 昨年に引き続き役員の端く

助成金情報 
 6 月までに決定した助成金決定事業は下記の通
りです。 
●財団法人長寿社会開発センターより「高齢者に
よる外国人と日本人の親子交流事業」に￥１,
６１３,０００の助成金が決定しました。 
 外国人の親子と日本の親子を対象に昔あそ
び、自然体験塾、日本料理教室等によるふれあ
い交流によってお互いの文化、お互いの国の事
を理解し合うイベントを開催予定で関係部会で
協議を開始したところであります。 

●財団法人ひょうご環境創造協会より「ケナフ栽
培とその効果的な利用」の活動に対し￥１０
０,０００が決定しました。ケナフの栽培はも
とより「ケナフ紙すき」を通し、ケナフの利用
及び地球温暖化を学ぶ環境啓発活動を展開する
予定であります。 

●生活復興県民ネットより、地域活動推進講座助
成金として￥９０,０００が決定し「音楽セラ
ピー講座」を開催予定であります。 

●その他、審査済みの助成金申請のもの 1 件、年
内に数件を申請予定で情報収集に努力中であり
ます。（本部 赤司 松美） 

「ふたたび学んで、他のため
に」の開学理念は、折に触れ
て耳にし、また自らも口にし
ます。だが、国際交流協力と
いう視点で考える時、ともす
れば語学ができる、できない
で社会参加活動の中身を考え
勝ちです。残り少ない人生な
がら幅広く社会還元の場を会
員の皆様と求めていきたいと
思います。 

社会還元の場を求めて
理事 三宅 慶忠(国８)

事務局に入り３年目 
事務局長 堀内 昭(食６)

大役に驚きと感謝 
事務局次長  江本 和嘉子(食６)

数字好きを生かして 
財務担当 岡村 健二朗(園７)

叱咤激励ください 
広報部長 朝日 照夫(国６)

 事務局のお世話をするよう
になり、３年目になりまし
た。私もグループ“わ”につ
いては殆ど知りませんでした
が、カレッジ２年の時に学園
祭の実行委員をしたときに初
めて、グループ“わ”の存在
を認識しました。そのような
私が、卒業後に皆さんのボラ
ンティア活動のお手伝いをす
るとは夢にも思いませんでし
た。今回ＮＰＯ法人資格を取
得後も引き続き、事務局で皆
さんのボランティア活動のお
世話をすることになりまし
た。これからも新しい活動場

 昨春カレッジ卒業と同時に
“わ”の本部に入閣（？）
し、僅かでもお役に立ちたい
と願っておりました。このた
び「理事」という大役を戴
き、驚きと感謝の複雑な気持
でいっぱいです。未熟者の私
ですが、赤司理事長はじめ本
部役員、運営委員、グループ
わ の皆様のご指導ご協力をい
ただき、グループわ の発展に
努力いたしますので、よろし
くお願い申し上げます。 

 ３年間生活環境を学んで、
諸先生をはじめ先輩方のお陰
により、その輪郭をおぼろげ
に感じることができたように
思います。学びはまだまだ必
要ではありますが次はこれを
世の為、ひとの為に如何にお
役に立てられるか微力であっ
ても誠心誠意取り組みます。 
 人は「他の為に役立ちた
い」という気持ちを皆持って
います。 
 本当に役立っていることを
自ら自覚したときに、ささや
かな悦びと達成感を得ます。
これが次のステップへのバ
ネ、原動力となります。この
サイクルが最重要ではないで
しょうか？ 
 ＮＰＯ法人グループわ の使
命もここにあると思います。 

役立ちたい気持 
事務局次長  小林 将悟(生８)

れで財務を担当しています。 
 サラリーマン時代、経理を
担当したわけではありません
が、もともと「数字好き人
間」、定年後小さな会社で総
務、人事、経理など事務部門
全般を見ていたことがあり、
そのことが今少しは役に立っ
ているのかなと思っていま
す。 
 ＮＰＯへの変身という時期
に遭遇して、新しい勉強もさ
せていただきました。およば
ずながら今後も頑張りますの
でよろしくご支援ください。 

 グループわ の会報制作に

関わるようになって早くも満
２年が過ぎました。グループ
わ がＮＰＯ法人として社会的
な存在になった現在、広報の
役割はますます重要になった
と思いますが、生来の怠け者
の私にはほかの皆さま方のよ
うに果断に動くことができま
せん。皆さまの叱咤激励が私
の原動力です。どうぞよろし
くお願いします。 

ＦＦＰギャラリー 
 フルーツフラワーパークで
は同パーク内のギャラリーを
一般に開放することになり、
そのコケラ落しとして グルー
プわ 会員の作品展示を予定し
ています。絵画、写真、陶芸
など出展ご希望の方は、グル
ープわ 事務局までお問合せく
ださい。(７４３ー８１０１) 

音楽セラピー講座 
 前回好評だった音楽セラピ
ーの第２回講座が９月６日か
ら同１３日、２１日と３日間
に亘って開かれます。詳しい
応募要領など、別刷りのチラ
シを同封してますので、ご覧
の上お申込みください。 

● 
● 
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期 日 イベント内容 グループわ参加内容 
７ 月 ４ 日 （ 日 ） 七夕まつり（終了、下記参照） おりがみ、紙芝居 

８ 月 ６ 日 （ 金 ） 
～ 

８ 月 ７ 日 （ 土 ） 

夏休み親子大沢・ＦＦＰ探検隊 木、竹のおもちゃ作り 
スターウォッチング 
スタンプラリー、昆虫採集 

８月２７日（金） 真夏のファンタジーナイト ハワイアングループ 
１０月１０日（日） スロースポーツ大会 ニュースポーツ 
１０月１８日（月） 

～ ２ 週 間 
ＦＦＰギャラリー 
（出展募集中、Ｐ４参照） 

会員の絵画、陶芸、書道、 
写真などの作品の展示 

１０月３１日（日） スローライフ体験ウイーク 昔あそび 

 ７月４日（日）の七夕イベ
ントに紙芝居グループと折り
紙グループが参加しました。
 空模様が案じられました
が、幸い傘いらずの天気とな
り、まずはホッ。紙芝居グル
ープは、午前１１時から３時

まで、１時間ごとに２０分程
度の公演を行いました。その
都度、子どもたちがたくさん
集まってくれました。七夕に
ちなんだ紙芝居を色々と持参
して、七夕の歌を歌いながら
の熱演でした。 

 折り紙グループは、次々と
やってくる親子づれへ、笹か
ざりにつける折り紙や切り紙
を教えるのに大忙し、大盛況
でした。笹の枝のプレゼント
もあり、お願いごとや、出来
上がった折り紙を下げて、満
足そうに帰っていく顔、顔
…。 
「家族みんな健康ですごせま
すように」「バレーがうまく

なりますように」「タイガー
スの選手になれますよう
に」、あきらかにパパの字で
「宝くじが当たりますよう
に」。 
 一番記憶に残った短冊は、
「振り向くな、振り向くな、
後には夢がない」 
「世界中が平和になりますよ
うに」 

（事務局 飯井 冴子）

フルーツフラワーパーク 

七夕イベントに参加 
紙芝居グループと折り紙グループ

 昨年はパーク開園１０周
年記念事業として実施され
た「スローライフウイーク
ａｔ ＫＯＢＥ２００３」
イベントのパネルディスカ
ッション、男性料理教室、

ニュースポーツ、昔あそび
等、グループ"わ"として支
援参加いたしました。 
 本年度は１年間を通した
フルーツフラワーパークイ
ベントに グループわ とし

て積極的な参加要請を受
け、下記イベントに支援
参加することになりまし
た。詳細は今後の打ち合
わせで詰めることといた
します。関係グループに
は本部より協力打診致し
ますのでよろしくお願い
いたます。 

フルーツフラワーパークとの 

 本年度のタイアップ事業 
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国５-国 久保 雅一国５-国 久保 雅一 

 １９９３年の初回開催から
１１回目を迎える今年度の神
戸大会は５月１８日から５月
２３日までの６日間、しあわ
せの村のテニスコートと神戸
市総合運動公園の２ヶ所で行
われました。 
 参加選手は総数１７０人
（内海外選手は２１人）、ボ
ランティア総数３３５人（内
グループわ からはカレッジ
在学生有志３３名も加えて８
３名、延べ人日では１７９人
日）、大会運営役員５３人で
した。 
 車いすテニスは通常のテニ
スコートを使い、２バウンド
までに返球します。健常者プ
レーヤーは前後左右に動いて
返球をしますが、車いすは前
後しか動けないので、左右に
動くときは両側の車輪を操っ
て車いすの向きを変え前進し
て返球します。方向転換の際
の遠心力で車いすが転倒する

のを抑えるため、車輪はハの
字形にレーキ（傾斜）をつけ
た競技専用車でプレーをしま
す。 
 参加選手の荷物は通常使用
の車いす、競技用車、ラケッ
トセットと身の回り荷物の４
個となります。このために移
動するときは介助が必要にな
ります。国内選手は介助者が
同伴していますが海外選手は
ほとんどの方が１人で移動し
ているので、送迎、移動のた
めに我々ボランティアの介助
が必要になります。会場では
食事、飲み物、補食（バナ
ナ）等の手渡し、仮設テント
の設営、交通整理、宿舎での
よろず案内などのボランティ
アをしました。以上に対して
７月１３日に国際車いすテニ
ストーナメント実行委員会の
滑川良雄委員長名で グルー
プわ に感謝状が授与されま
した。(右下写真） 
 今回の大会では大会運営役
員の重鎮であり、阪神大震災
で両足を切断された肉体的ハ
ンディと精神的重荷を乗り越
えて選手としても出場した神
戸市在住の沖 賢次さんの姿
に触れて、私はボランティア

としての勤めをするだけでな
く、生きる力を頂きましたこ
とに感謝しています。 
２００５年４月に第１２回神
戸大会が予定されています。
この大会に グループわ とし
て参加をするべく準備に入り
ました。◆ 

 

国際車いすテニストーナメント 

ＫＯＢＥ ＯＰＥＮ ２００４  

わ とカレッジ学生が支援活動 
国５-国 久保 雅一

▲男子Ｗ決勝戦、斉田・ホール組(左)対アマラン・ミスト 
 リー組(右） 

▲テントを立てて飲物・弁当を配って…、のサービス 

▲表彰式。男子Ｓ優勝のアマ
ラン選手のスピーチを通訳す
る園芸６期の岩崎さん。 

▲サーブの瞬間 
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 広陵小学校低学年の１学
期課外スポーツ活動として
「グラウンドゴルフ」を昨
年（３回）から神戸市シル
バーカレッジ（ＫＳＣ）広
陵同窓会がサポートして実
施しています。ことしも３
回計画され、その第１回目
を６月１９日(土)、１６名
がボランティアとして参加
し実施しました。 
 当日は晴天のもと、１、
２､３年生７０数名に、２
時間、グラウンドゴルフを
楽しんでもらいました。 
 組分けは先生方が担当
し、４から５名を一組とし
て８組を作り、前半組、後
半組の２回に分けてそれぞ
れ１ラウンド、８ホールで
実施しました。 
 私達はまず８組分のクラ
ブ、ボールの準備、８ホー
ルの設営後、ペアを組んで
８組に分かれて競技の指
導、進行、スコア付けを担
当しました。 
 経験済みの子から初めて
子、おとなしい子から元気
一杯の子、上手な子からへ
たな子、スコアに無頓着な

子から気にする子、男の
子、女の子、各学年入り混
じってのプレイです。 
 怪我のないように大声で
注意しながら、子供達に合
った助言や一緒にクラブを
振っての指導で汗をかきか
きまわりました。結構疲れ
ましたが子供達が元気に楽
しくプレイしてくれ、満た
された気持ちになりまし
た。二人がホールインワン
を取り、昨年に比べると経
験した子供達も多くなり、
全体としてレベルが上がっ
てきているように思いま
す。 
 グラウンドゴルフは高齢
者用に考えられたスポーツ
ですが、比較的安全で、ル
ールも簡単で小学生低学年
にも適しているのではない
でしょうか。 
 核家族化が進み、日ごろ
おじいちゃん、おばあちゃ
んとの交流が少ない子ども
達にとっては、おっかない
ようでやさしいおじいちゃ
ん、おばあちゃんと交流で
き、有意義だったと思いま
す。離れて住んでいる孫達

にもその地域でこのような
交流が持たれるといいなと
思いました。お母さんたち
は何人か来られていました
が、お父さんは来られてい
たかよくわかれません。こ
れが現状だと思います。お
父さんも参加され、３世代
交流まで進むと地域社会の
交流も深まり、安心で安全
な街づくりの基礎ができる
のではないかと思います。
「グラウンドゴルフ」以外
にも広陵小学校低学年の３
学期課外活動として「昔あ
そび」をことし２、３月に
４回、ＫＳＣ広陵同窓会が
サポートして実施されてい
ます。 
 ＫＳＣ広陵同窓会は北区

広陵町、筑紫が丘、小倉台
の３地区在住の１期生から
１１期生までの９７名（男
性：７９、女性：１８、会
長：塩田義人(１期生)）で
構成されています。会員同
士の親睦や小学校、自治
会、老人会、街づくり協議
会等の地域行事への協力も
行っています。また多くの
会員が地域の組織団体で主
要な役職について活動をし
ています。 
 同窓会が積極的に地域社
会と係わって、ＫＳＣの建
学精神「再び学んで、他の
ために」を「地域社会への
還元」の形で実践できれば
いいなと思っています。 

◆ 

広陵小学校課外スポーツ活動 

グラウンドゴルフへの協力 
＝＝ＫＳＣ広陵同窓会からのレポ＝＝

福 8-北 坂東 康男

▲ルールの説明を受ける子どもたち

▲プレイ中の子どもたち 

北区会員の皆さんにお願い  

 北区にはご存知のように会員がたくさんおられ､そ
れぞれの分野で活動されています。活動が個別なた
めか他区に比べて北区は何もしてないという声を聞
くことがあります。そこで区会としての活性化を図
るためぜひ運営に参加いただき皆様の活力をお貸し
ください。ご意見･アドバイス等どんなことでも構い
ません、どしどしお聞かせください。 
北区世話人一同 区会長 淡路 忠義 T&F 592-8448
現在している活動：（しあわせの村内） 
①ワークホーム明友 軽度身障者対象 
パソコン指導 月 1 回（第３水曜日） 

②神港園 軽度痴呆性老人対象 
入浴後の介助 毎週火曜日(第３は他のグループ)
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 ４月よりロングステージ
ＫＯＢＥ岡本のふれあい喫茶
“のより”に毎月日曜日のう
ち２回、６～７人で支援を始

めました｡ 
 毎回２０人を超えるゲスト
（特養入居者）を迎え、喫茶
のサービスとともにゲストと

の話し相手になり、和気あい
あいで努めております。（写
真左） 
 また従来から続けているサ
ンライフ魚崎での歌の友愛訪
問での最後の曲目に大泉逸郎
の「これから音頭」を歌い、
それに振りをつけ踊り？体

操？まがいのことで身体を動
かし、楽しんでおります。
(写真右) 今後の予定です
が、１０月に東灘区会として
こうべ環境未来館の見学会を
計画しております(下記参
照)。幹事で事前見学会を予
定しております。 

東灘区会の活動レポ 

ふれあい喫茶 、歌の友愛訪問 

▲「これから音頭」で体も心も動かして体操 

▲マスター１人、ママ多数のふれあい喫茶“のより” 

国７-東 白岩 信義

わわ  東東灘灘区区会会  ここううべべ環環境境未未来来館館見見学学会会  

行程： 
集合⇒出発⇒＜山麓バイパス経由＞⇒神戸市資源リサイクルセンター／こうべ環境未来館
8:45  9:00                                             10:00～11:15 
 
⇒三木ホースランドパーク⇒兵庫県フラワーセンター   ⇒   五百羅漢 
     11:45～12:45      13:00～15:00（昼食時間を含む） 15:15～15:45 
 
⇒＜山陽・第２神明・阪神経由＞⇒帰 着 
                            17:00(予定) 
 
◎記載の各通過地・観光地の時間は目安の時間です。ルート・交通事情、気象条件等によ

りスケジュール・時間が変更になる場合があります。予めご了承ください。 

実 施 日：平成１６年１０月１９日（火） 

集合時間：午前８時４５分 

集合場所：コープ神戸本部前（旧東灘区役所跡、現東灘区役所向い側）

会 費：２,０００円 

昼 食：昼食は各自持参（ただし、フラワーセンターに食堂あり） 
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 ７月４日に名谷ふれあいの
まちづくり協議会主催で行わ
れた第３回「名谷ふれまち七
夕祭り」が開催された。 
 名谷あじさい公園の周囲に
は高さ７メーター以上の大き
な七夕飾り２５本に、思い思

いの願いを込めた色とりどり
の短冊が婦人会・老人会の手
で飾られていた。 
 野菜市、模擬店、フリーマ
ーケット、木工細工、人形
劇、紙芝居、ブラスバンド演
奏などのイベントが賑やかに

繰り広げられた。 
 七夕祭りのイべントの一環
として１時過ぎより「魚の放
流」があり、その手伝いに垂
水会５人で参加した。 
 周辺の子供１００人の手で
メダカ２０００匹、ドジョウ
５００匹を約３０分かけて放
流した。「動物の命の大切
さ」､「汚染のない川」､「ホ
タルが飛ぶ川」を願ってくれ
たであろう。 

 なお、神戸淡路鳴門自動車
道の垂水ジャンクションの東
下に名谷町がある。第二神明
道路に抜ける高速道路の下に
｢あじさい公園｣があるが、そ
こに福田川が流れている。垂
水会では毎月第二木曜日（当
日雨の場合は次週）に「福田
川クリーン作戦」として毎回
１０人以上のメンバーが、
「福田川プロムナード」の両
側の清掃を行っている。 

ＳＣ垂水会の活動報告 

名谷ふれまち七夕まつり 
生 8-垂 辻村 充夫

▲稚魚の入ったバケツを持って… 

▲無事に育っての願いを込めて川に放つ 

「震災 10 年神戸からの発信」記念誌発行のこと 
カレッジ情報誌編集部

 １０年前、カレッジ発足から１年たらずの１月、あの地震がおきました。カレッジは物資集積所とな

り、学生はボランティアに精を出しました。 
 そのときの学生を含めカレッジの声は残っていないと思っていました。ありました。福祉、国際、生

環各コース学生の貴重な文集が出てきました。１０年たった今、その後の体験、行動を記録に残したい

と思い「震災１０年神戸からの発信・うたごえ大祭典」に際し記念誌を発行いたします。募集要領は下

記のとおりです。  

記 
１．題は自由ですが震災に関することです。 
２．応募資格  シルバーカレッジ過去、現在の教職員と学生。 
３．字数  １２００字以内 （コース、期、住所、氏名、連絡先明記のこと） 
４．原稿用紙またはフロッピーディスクで 
５．応募先  シルバーカレッジ情報誌編集部  投函箱または事務局気付情報誌編集部に郵送。
６．締め切り  ２００４年１０月２０日到着 
７．選考委員会を設置し各賞を選び１２月１日祭典時に表彰します。 

選考委員は神戸新聞、サンテレビを含めお願い中です。 
８．応募作品を纏め記念誌として１２月１日発刊します。 
９．カンパを戴きました方にお礼として贈呈します。 

１０．県、市役所、県内図書館などに寄贈します。 
以上



１０ 情報ぎゃらりー 第２７号  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●熱帯夜が続くが､ある日若い
人と寝付きの話になった。 
「夜中に起きることない？」 
「全然ないなぁ、眼ぇつぶった
ら朝までぐっすりやなぁ」 
「夢なんか見ぃへんの？」 
「夢も全然見んなぁ」 
「そうかも知れんなぁ、もう夢
もあらへんやろしなぁ」 
「…」軽い会話のつもりが、グ

編 集 後 記 

●●●● 本部から 
 ６月までは本部勤務は毎
週火曜と金曜でしたが、多
様化する活動とご要望に対
応するため７月より月、
水、木についても理事１名
が必ず勤務する体制としま
した。曜日を気にせずお気
軽にお立ちより下さい。 
●●●● 事務局から 
１．電子メールアドレス

の変更 
 現在使用している電子メ
ールアドレス： 
group-wa@portnet.ne.jp 
が８月末で廃止になります
（プロバイダーが廃業のた
め）。 
 新しい電子メールアドレ
スは、 
group-wa@wa-net.jp 

です。すでに登録設定済み
ですので今後の連絡は新し
いアドレスでお願いしま
す。 

●●●● ボランティア 
 佐野記念アットホーム
（桃山台）でデイケア利
用者へのリクリエーショ
ンのお手伝いとコーヒー
サービスのボランティア
を募集しています。 
活動日：月～土(週１回
でも月１回でもＯＫ) 
支 給：交通費 
連絡先：岡田 京子 

７３１-７６２８ 
●●●● 震災写真の提供 
 在学生による「ＫＳＣう

たごえ大祭典」ではカレッ

サっときて、返事に窮した． 
 夢を持つか持たないかが老け
込むか、込まないかの分かれ目
かなぁ…。 
●部会、地区会の掲示板として
でもどんどん情・ぎゃらを利用
してください。 
●この欄を書くようになると編
集作業も９分９厘終了だ。今回
も多くの方に色々なお願いをし
ました。感謝。盛夏中どうぞご
自愛を（サン) 

４泊５日の 
世界自然遺産・中国 

最高の景観 

黄山・杭州の旅 

同封別刷りのチラシ 
ご覧ください 

 

 ことしの３月シルバーカ
レッジ国際コースを無事卒
業、本来なら不良学生だか
ら留年または停学処分が相
当だと認識していたのです
が、心やさしい学園の方針
でトコロテン式に押し出さ
れることになり、楽しかっ
た３年間の学び舎を去るこ
とになりました。メデタ
シ、メデタシ！ 
 ところが帰り道に関所が
あって わ の網に引っ掛か
り、まぁいいか、１年だけ
は冷やかしにもぐり込んで
先輩たちがどんな活動をし
ているのか眺めてやれ…ぐ

体験手記 

初めての わ 
国 8-国 福田 望

２．パソコン講座 
 一般市民高齢者対象パソ
コン講座を行います。 
講座内容：デジカメの画像

処理 
受 講 料：７０００円（教

材費含む） 
日 程：８月２３日～ 

２７日 ５日間 
時  間：９時３０分～ 

１２時３０分 
申し込み：ハガキ、８月 

９日消印まで 
●●●● 俳句の会に参
加しませんか 
 私たちはＯＢの仲間で俳
句の会を作って月に１回集
まっています。また月１回
「ケアハウス松寿園」を友
愛訪問し、俳句をしていま
す。気楽に参加できる会で
す、皆さんの参加をお待ち
しています。 
俳友グループ連絡先： 
金田 英夫 ７８２-８０５２
鈴木 正美 ５９２-７７１３
湯口 澄一 ２４１-１３４８

らいの思いで入会しまし
た。当然国際部会を希望し
たらさっそく召集令状が入
って、広帯域通信（インタ
ーネットや携帯電話）の国
際会議のボランティアがあ
り、続いて車いすテニス神
戸大会、日本透析医学会市
民公開講座と始めての体験
にしては出足が好調すぎ、
その挙句グループわ の灘区
会長とドップリ わ にはまり
込んでただ今、ＷＡ－ＷＡ
で頭痛状態です。でも先輩
たちが素晴らしい？方ばか
りで、私も甘えて結構楽し
んでいます。今後は好きな
ドリンクを少し控えめにし
て、何かお役に立てればと
思い、頑張りますので皆さ
まよろしくお願いします。 

◆ 

ジ卒業生の震災体験手記を

募集しています(Ｐ９)が､ほ

かに震災写真の提供につい

ても わ の協力が求められて

います｡会員皆様の積極的な

応募をお待ちしています。 


